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苫小牧市の不登校対策について                   

                                    新市長レク資料 R6.12.  教育部指導室 

１ これまでの取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 現状と推進指標  

指    標 R4 R5 目標値 

「学校に行くのは楽しい」と回答した児童生徒の割合（％） 小 81.0 80.2 85 

中 75.9 78.3 85 

「不登校児童生徒」数（人） 

 

小 130 195 120 

中 363 393 240 

30 日以上の長期欠席児童生徒において関係機関等からの支援を受けている割合

（％） 

小 75.7 69.9 80 

中 56.4 61.9 80 

不登校児童生徒のうち教育支援センター（適応指導教室）やフリースクール等に

おいて相談・指導や支援を受けた児童生徒の割合（％） 

小 1.2 3.6 30 

中 6.5 7.4 30 

不登校の子どもに対し、オンラインによる学習指導や教育相談を実施している学

校の割合（％） 

小 0 7.7 100 

中 0 13.3 100 

３ 今後の取組予定 

(1) 不登校対策研究委員会（令和 6 年度設置）による効果的 

な支援の方策に関する研究と成果の還流 

(2) 不登校の要因の多面的・多角的な分析により有効な対策

の検討 

(3) 教育機会の確保に向けたオンライン学習の手法や効果的

活用の研究推進 

(4) 不登校児童生徒に対する寄り添い方や接し方の在り方に

ついて外部有識者の視点も踏まえた社会で支える意識の

醸成 

(5) 市内全小・中学校の校内教育支援センター設置および不

登校対策支援員の配置 

 

(6) 教育支援センター機能の見直しと居場所づくりの促進 

(7) フリースクール等民間施設との連携強化 

(8) 医療等との連携 

〇魅力ある学校づくりと不登校児童生徒への支援の充実 

・魅力あるよりよい学校づくりの推進 

・不登校の子どもを支援する体制の強化 

〇学校、家庭、地域が連携・協働した不登校対策の推進 

・多様で適切な教育機会の確保 

・ＩＣＴを活用した適切な支援の促進 

Ｒ7 支援員 

10 名増で協議中 
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